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2 0 2 5 年 度 事 業 計 画

2025年度に予定している事業は、下記のとおりである。
　 1 ．所蔵資料等の調査研究とその成果の発表
　 2 ．資料の収集・整理・保管、修理保存
　 3 ．資料の公開・展示等
　 4 ．一般および青少年を対象とした教育普及活動
　 5 ．美術館の運営

＜公益目的事業＞
Ⅰ．社会経済史・経営史関連事業

1 ．三井に関する歴史研究の拠点としての役割を果たすべく、研究員各自の調査研究（＊ a ）
を一層深め、外部研究者の参加も得て各種研究会や史料輪読会などを定期的に開き、そ
れらの成果を「三井文庫論叢」（第59号）、外部の論集・研究雑誌、学会・外部研究会な
どで発表する。
＊ a   三井を中心とする江戸時代における商業史・金融史・制度史・交通／流通経済史

の研究、明治以降の経済史・経営史・政治外交史の研究など。
2 ．三井関係資料（＊ b ）の調査・収集を進める。

＊ b    近世では、三井一族・奉公人関係、取引先関係、縁故諸施設、個人所蔵資料など。
近代では、三井銀行関係、旧三井物産関係、三井鉱山関係、関係会社社史編纂資
料、個人所蔵資料など。

3 ．資料保存環境の整備（＊ c ）を進める。
＊ c 　保存設備・保存環境の調査・点検、所蔵資料の点検と保存方法の改善。

4 ．所蔵未整理資料の整理と公開準備（＊ d ）を進める。
＊ d 　旧三井物産資料、三井鉱山資料など。

5 ．デジタル・アーカイブの構築作業（所蔵資料のデジタル画像作成（＊ e ）、所蔵資料
等のオンライン公開（下半期）に向けて準備を進める（＊ f ）。
＊ e   三井グループ350周年記念事業による寄付を受けての三井家記録文書、三井銀行

資料、旧三井物産資料、三井鉱山資料等のスキャニング・撮影など。
＊ f    資料画像公開プラットフォームや利用規約等の整備、三井文庫刊行物のオンライ

ン公開など。
6 ．所蔵資料の中から一般的に史料価値の高いものを「三井文庫史料叢書」として翻刻刊

行する（＊ g ）。
＊ g 　2025年度は大坂両替店「聞書」第三巻の原稿修正作業を実施する。

7 ．社会経済史研究の共通基盤となるデータベース（＊ h ）の作成・公開の準備を進める。
＊ h 　三井合名会社理事会議案データベース、三池鉱業所往復文書データベースなど。

8 ．三井文庫WEBサイト（ホームページ）の充実をはかる（＊ i ）。
＊ i 　2023年度に開催した「三井高利と越後屋」展の展示内容を、Webサイト上で公
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開予定。
9 ．歴史資料の収集・保存・公開・研究に携わる国内外の諸機関・専門家との経験交流、

情報共有、共同研究などに取り組む。
10．三井グループ各社の資料保存や歴史研修などの取り組みに協力する。
11．研究成果の社会還元ならびに資料保存への関心喚起のため講演会など一般向けの普及

広報活動に取り組む。

Ⅱ．文化史・美術館関連事業
●　文化史関係（資料の保管整理研究事業）

1 ．美術館（三井記念美術館）の収蔵庫、三井文庫別館の収蔵庫・展示室改造の保管室、
三井倉庫（辰巳）、以上三か所に分散保管する収蔵品につき、保管場所の固定化と、管
理台帳への記載、管理要項の作成、定期的な実査の実施などについて、作業を進める。

　　美術品の移送にあたっては、美術品専門の運送業者に依頼し、細心の注意を払う。な
お、修理・定期的手入れを必要とする資料（＊ j ）については、専門業者や専門家に依
頼し、修復・保全を図る。
＊ j 　掛軸、巻物、屏風、漆工品、刀剣。

2 ．美術館および三井文庫別館の収蔵庫・展示室内の環境を適切に管理し、保管に万全を
期す。特に美術館の収蔵庫・展示室・展示ケースに関しては、文化庁が認定する公開承
認施設として求められる温湿度・有害ガス濃度の基準を満たし、虫害・カビ等の管理を
徹底し、空調設備の管理と調整に万全を期す。

　　また、収蔵庫内の温湿度と有害ガス濃度の測定を定期的に行う。さらに、別館および
美術館収蔵庫・展示室の燻煙による害虫の駆除、美術館収蔵品・三井文庫別館収蔵品の
二酸化炭素や燻蒸ガスによる、害虫およびカビの駆除などを、許される範囲内で状況に
応じて実施する。

3 ．館蔵資料およびそれに関する資料、展覧会に関連するテーマについて、必要に応じて
外部研究者の協力を仰ぎながら、調査研究を進める。また、並行して研究員各自の調査
研究（＊ k ）を一層進める。
＊ k   日本文化史、茶道美術史、陶磁史、絵画史、書跡史、漆工史、仏教美術史、神仏

習合美術史等。
4 ．2021年度、三井文庫本館と三井記念美術館に対し、三井不動産株式会社創立80周年の

記念事業として 1 億円の寄附があり、美術館ではそのうち約 5 割を充当し、記念事業と
して「三井の文化に関わる社会貢献－過去から未来へ－」のテーマのもとに、収蔵品の
データベース化とホームページでの公開（2025年度に公開）、三井記念美術館の20年間
のあゆみに関する書籍の出版（2025年度に発行）を実施する。なお、この事業は 5 年以
内を目途に実施する。

5 ．『三井美術文化史論集』第19号を発行する。
6 ．学会・大学・研究機関などの研究会等については、社会情勢を見ながら受け入れを検

討する。
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7 ．他の美術館・博物館の展覧会等に対し、資料の出品協力を行い、学術文化の振興に寄
与する。

●　三井記念美術館（美術館活動事業）
1 ．2025年度は、三井記念美術館の展示室において、次の 5 期に分けて展覧会を開催する。
（年間開館日数　260日間）
①『国宝の名刀と甲冑・武者絵　特集展示 三井家の五月人形』
　2025年 4 月12日㈯～ 6 月15日㈰　開館日数：58日間
②『美術の遊びとこころⅨ　花と鳥』
　2025年 7 月 1 日㈫～ 9 月 7 日㈰　開館日数：62日間
③『開館20周年特別展　円山応挙－革新者から巨匠へ』
　2025年 9 月26日㈮～11月24日（月・振休）　開館日数：59日間
④『国宝 熊野御幸記と藤原定家の書』
　2025年12月 6 日㈯～2026年 2 月 1 日㈰　開催日数：44日間
⑤『開館20周年特別展　生誕1200年　歌仙 在原業平と伊勢物語』
　2026年 2 月21日㈯～ 3 月31日㈰　開館日数：37日間
　※展覧会終了は 4 月 5 日㈰

 （注）展覧会名、開催期間等一部変更が生じる場合があります。
2 ．「開館20周年特別展　円山応挙－革新者から巨匠へ」の入館料について、以下のとお

り改定する。
一般　　　　　　1,500円　→　1,800円
大学・高校生　　1,000円　→　1,300円
中学生以下無料（変更なし）
＊70歳以上割引　1,200円　→　1,500円
＊その他の割引についても上記値上げ幅に倣って料金改定

3 ．美術品の貸出・借用にあたっては、管理・手続きを厳格に行い、事故防止の徹底に努
める。

4 ．上記展覧会のうち、③④⑤の展覧会では展覧会図録を発行する。
5 ．美術館教育に関わる下記事業については、対面、オンラインを選択し実施する。

・一般および青少年を対象とした講演会、講座、鑑賞会、ワークショップ
・教育機関、教職員を対象とした研修会、研究会の実施
・教育機関の研究会等の受入
・教育機関、学校の見学の受入
・大学生の見学、研修の受入
・都内の教育機関からの要望に基づく出張講座の実施

6 ．青少年向けの展覧会ワークシートの制作・配布を行う。
7 ．美術館の運営およびPR面において、以下のとおり取り組む。

⑴各展覧会の開催に合わせてプレス内覧会、特別内覧会、特別鑑賞会の実施を検討する。
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⑵東京駅周辺の6美術館（アーティゾン美術館・三菱一号館美術館・東京ステーション
ギャラリー・静嘉堂文庫美術館・当館）で連携して下記事業を検討する。（出光美術
館は2025年 1 月より長期休館）

・「東京駅周辺美術館共通券2026」の発行（2026年 1 月販売開始予定）
・「東京駅周辺美術館MAP（2025年 4 月～ 9 月版／10月～2026年 3 月版）」発行
・「EDO TOKYO NIPPONアートフェス2025」の実施
・「学生無料ウィーク」の実施
　なお、各事業については、各館の展覧会開催状況も含め、 6 館で運営している公式サ

イト「6 museums. tokyo」にて都度情報開示を行う。
⑶当館の普及広報活動の一環として例年参加している「東京・ミュージアム ぐるっと

パス2025」に参加する。
⑷集客強化対策として、有力会員組織との連携関係を検討する。
⑸来館者のリピーター化の促進および新しい来館者層を開拓するため、ミュージアム

ショップにおいては、テーマ性や季節感のある演出を心掛けるとともに、オリジナル
グッズの開発を進める。

⑹リピーター層確保のため「ミュージアムパスポート」の販売を継続する。
⑺近隣の商業施設・ホテル・美術館などのほか、中央区主催のイベントへの参加や区民

へのレクチャー等、日本橋地区の活性化に寄与するための事業へ参画する。
⑻日本橋室町地区の商業集積度の向上に合わせ、外国人来館者等への対応を検討する。
⑼三井グループ各社へのインナーキャンペーン強化のため、「賛助会社社員・家族特別

招待会」、「賛助会社部門長特別招待会」、「賛助会社社員招待会」、「賛助会社女性社員
招待会」等の開催、また各社の新入社員研修等の受け入れを検討する。

⑽賛助会社VIP、優良顧客ご招待など、美術館閉館日または閉館後の貸切り特別サービ
スについて受け入れを行っていく。

Ⅲ．松の茶屋保存公開事業
　　2024年度は箱根町主催の「文化財探訪会」が開催されず、公開は実施しなかったが、

2025年度は箱根町と協議の上、引き続き「文化財探訪会」を通じて公開するとともに、
建築、茶道等関連研究者等の見学会や外部講師を招いた研究会を実施する。

　　保存については、残月の間の庭側の杮葺きの修繕等の工事を中心に行う予定である。

＜収益事業＞
Ⅰ．不動産賃貸業

　　三井花桐ビルは満室となっており、2024年度並みの収入を確保する見込みである。
2025年度の修繕工事は、空調加湿器関係の工事を中心とし、加えて中央監視盤部品交換
工事等を実施する予定である。
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＜三井グループ350周年記念事業＞
　「三井グループ350周年記念事業」は2023年度からスタートし、2025年度は引き続き社会経
済史研究室資料のデジタル化を中心に実施する予定である。
　三井文庫では、当該事業に係る寄附金（総額 4 億円程度の予定）を受け、引き続き以下の
公益事業を実施する計画であるが、各年度の寄附金の受取額が確定していないため、実施時
期が変更となる事業もある。

1 ．社会経済史研究室所蔵の資料のデジタル化（公 1 、2023年度～2027年度）
2 ．中野別館（旧展示室）の改修（公 2 、2026年度以降）
3 ．デジタル化のプラットフォーム・特設webサイト制作（公 1 、2023年度～2027年度）
4 ．「越後屋開業350年記念特別展　三井高利と越後屋－三井家創業期の事業と文化－」の

開催（公 2 、2023年度に実施済み）


